
.

3

2

一
貿
信
男
、
震
附
鈴
木
賢
三
、
横
山
山
悩
一
一
幽
領
川
町
一
監
バ
山
田
刊
萩
叫
ん
白
唯
灘
、

…

市

続

完

納

・

税

務

懇

談

会

一

四
日
間
町
一
百
件
一
日
訪
れ
町
九
時
間

…
川
市
民
皆
さ
ん
の
御
参
加
を
歓
迎
川
一
同
臨
時
十
九
一
誠
一
日
一
昨
日
時
計
刊
誌
一
昨
日

川
市
で
ほ
納
税
恩
沢
φ
普
及
徹
底
を
は
か
る
と
共
に
、
納
税
準
備
貯
蓄
組
合
の
設
置
を
堤
概
レ
併
せ
て
滞
納
防
-
一
三
郎
、
幻
一
毛
削
森
本
向
畑
作
、
お
一
毛
一

mm・N
筆
降
‘

一巾
之
坪
尚
昆
提
尿
塚
治
、
宗

w
か
リ
、
税
務
に
つ
い
て
の
説
明
を
す
る
た
め
、
先
月
下
旬
か
、
h
J
今
月
中
に
わ
た
っ
て
、
各
町
別
に
税
務
怒
級
公
正
古
関

N

↑
町
倣
穆
登
、
栄
則
松
木
直
弘
郎
‘
誠
筋
一
一
南
分
町
深
代
企
治
、

M
W
六
供
出
牛
島
勝

W

山
崎
レ
て
居

υま
す
が
、
参
加
一
足
葉
員
、
同
補
助
弓
納
税
準
備
貯
蓄
塑
量
そ
の
他
一
般
市
民
の
方
々
と
レ
、

竺

町
杉
沢
孝
一
、

引
話
王
寺
川
井
上
叫
拍
子
一
菜
、
空
ハ
供
宮
沢
治
郎
、
天
川
原
町

山
市
か
ら
は
材
吾
川
史
以
下
4

係
主
任
、
内
決
機
問
を
代
表
し
て
そ
の
地
区
の
市
町
内
公
務
員
の
防
防
が
が
り
官
で
す
か
ら

吋一

松、

駒山
活
王
寺
思
低
利
良
吉
、
お
才
川
一
土
谷
竹
内
郎
、
日
出
向
一
窃
凶
町
一
回
一
一
、
割
問

w

ハ一一
)
亦
京
税
盆
に
つ
い
て
疑
い
川
が
あ
り
、
質
川
叫
レ
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
々

一一一

町
奈
良
一岳
社
男
・

M
才
川
仙
山
市
川
市
動
バ
一
町
若
林
健
作
。

山

内

二
)
納
税
準
備
貯
蓄
組
合
を
似
り
た
い
方
々

M

一

…
円
一
一
一
〉
料
約
防
止
、
叉
は
納
税
方
法
つ
い
て
、
よ
い
?
を
お
持
ち
の
方
々

J

…

一

一

l
身
体
検
査
を

叩

(

四
U

そ
の
他
税
務
に
う
い
て
深
い
問
。
を
お
一
告
の
方
々

M

一

〉

f

川
段
、
ぜ
ひ
御
参
加
下
三
い
ま
す
誇
当
い
た
レ
ま
す

3

な
お
開
山
首
取
、
待
問
、
会
場
に
つ
い
て
は
、
各
町
の
喜

一一

-
u
h
f
d
J
1「
~
芝
、

k
也

ME童
福
じ
て
遣
皇
、
駐
在
員
盈
混
じ
て
お
如
、
口
せ
致
レ
ま
す
。
ハ
税
務
課

v

w

一

E
J
E
-
-
F
F
E
J
ι
s

r

、‘4
4
s
f
t
d
t
t
f
i
f
t
4
4
3
2
3
t
E
4
2
3
t
i
4
2
2
8
2
5
2
4
5
2
s
t
e
t
2
5
2
S
E
E
-
-

ヨ』
一

引

入

学

通

知

も

出

ま

ナ

新

規

程

最

初

の

駐

在

員

一

銭

l
t

一

意

深
る
四
月
小
学
校
に
み
子
一
市
役
所
厚
生
事
門
学
務
係
ま
で
側
蓮
絡

任

期

ニ

年

・

五

十

名

の

諸

氏

を

市

長

が

委

嘱

一

る
一
一
十
七
年
慰
霊
霊
に
対
レ
で
は

一
阪
い
ま
す
。
な
お
病
望
の
他
の
事
情

一
身
体
機
査
通
知
沓
及
び
み
山
十
一
通
知
場
包

一
で
、
本
ポ
み
ザ
ナ
る
こ
と
の
で
き
な
い

市
で
は
袋
町
内
需
機
関
，

君

主

内

紛

レ

い

「

刷

川

市

町

内

議

密

主

町

陶

ロ

棒

、

霊

握

金

書

、

一

今

月

告

に

そ

れ

ぞ

れ

雲

レ

£

芸

一
も
の
に
つ
い
て
も
撃
絡
下
さ
い
。
身

早
い
て
、
市
費
君
雪
と
山
政
一
号
照
」
宇
一実
施
レ
、
芸
員
同
補
助
一
回
申
裂
に
八
、
首
単
語
ゴ
一
、

一
国
籍
、
蓄
の
雪
の
あ
っ
た
も
の
で

一
器

産

室

哲

4
4金
支

需

要
同
の
円
偶
包
括
す
る
た
め
、
岳
山
に

一
員
の
日
程
凶
作
、
委
嘱
の
万
一弘
、
任
期

一
巾
川
町
長
円
困
惑
作
、
新
町
江
原
悌
一
ニ
、

一
手
紙
の
な
い
方
は
、
右
の
通
知
が
そ
山
一
に
新
設
の
小
学
校
の
分
は
、
取
敢
〉
1
4
3

駐
在
員
一
名
%
を
一
民
霞
レ
て
出
な
じ
た
一
取
扱
忘
務
、
工
務
取
ぬ
…
也
、

広
務
…
雰
ニ
天
川
町
ノ
回目

ι信
、
百
軒
刊
、
六
塚
い
山
一
献

一
げ
b
去
を
ん
か
ら
、
之
の
際
4

章
一
問
一
申
川
!
え
は
城
南
〉
で
行
う
こ
と
に
な
っ

が
、
こ
の
規
一
室
}
昨
年
十
二
月
一
二
十
一
一
空
軍
、
混
じ
柿
員
の
辺
髭
〈
の
他
の
点
を
一
原
富
士
太
郎
、
芳
一
同
町
田
昌
‘
萱
一
尚
一
け
民
て
下
さ
い
。
叉
通
知
訟
の
崩
か
な
一
て
居

υま
す
。
(
カ
ツ
コ
内
心
動
向
ず
は

臼
限
り
で
廃
止
し
、
本
年
一
月
一
日
か
一
明
ら
か
に
定
の
、
こ
の
遣
に
よ
っ
て
一
六
須
堂
、
慶
凶
遺
一
、
紺
屋
同
卒
↑
い
方
、
そ
の
他
の
問
合
せ
は
、
す
べ
て
一
見
輩
記
ハ
撃
事

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
各
町
の
新
駐
在
員
と
同
補
断
員
を
市
長

一

l
i1
11
1
1
1
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1

一

O
桃
弁
似
リ
凶
閉
山
ハ
一
ニ
五
U

祁
曲

第
二
十
四
号
一
位
認
北
料
品
品
一
間
完
納
者
の
集
い
一
時
一
一
一山)均一
d
説

一

拘

置

と

も

に

弘

は

二

塁

と

な

り

一

来

る

十

六

日

静

馬

倉

闘

で

一

三

己

紺

屋

町

三

八

〉

南

曲

愉

松
一
そ
の
委
嘱
に
つ
い
て
は
、
市
長
は
民
主

一

一

〈

一

一

三

石

川

史

玉

出

削

E
P

一
曜
属
議
助
員
は
相
当
区
域
一
時
に
投
一
市
盟
諸
一
一剖
へ
の
山
即
刻
の
似
し
/
、
市
二
エ
則
一分
ま
で
と
図
表
起
一裂
回
開
円
分
一
合

一V

建
中
富
町
〈
八
)
本
町

ハ一

徳
一
票
に
よ
る
設
定
に
よ
り
、
駐
穿
恩
給

一
税
完
納
一
引
の
集
れ
は
い川
号
で
取
教
〉
1
4
J
一
ま
で
の
完
納
言
ι問
、
型
一
許
ぽ
闘
い
一
一
一
〉
相
咋
応
ハ
一
四
)
紅
袋
町
八
五

B
回
一
言
語
質
量
衡
に
よ
り
)
に
よ
一
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
怒
今
月
十
六
百
回
り
ま
す
お
主
っ
き
雲
は
が
き
て
一)
計
二
八
三
人

制
松
一
っ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ゑ
一
臼

S
璽
章
一
回
♀
竺
隠
と
六
一
が
、
ぞ
の
ま
L
招

待

堂

昔

、

印

刷

一

会

場

H
E凶
2
一
)
天
川

刀
法
一
駐
在
員
盟
議
機
関
と
し
て
、
市
内
一
時
)
群
馬
主
で
患
い
た
し
ま
す
o

一
さ
れ
て
い
る
一
奪
が
抱
工
事
と
な
一
町
ハ
四
一

v
t向
田
町
。
一
六
)
天
川

鶴
一
室
ハ
区
域
に
わ
け
て
、
集
駐
在
員
連

一
当
日
は
管
沢
山
な
余
興
積
芸
の
他
了
李
。
市
民
税
第
四
期
介
誤
認
一
原
町
内
幸
芳
町
会
合
一
U

新
町

顎
E
一
絡
員
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
れ
を
今
後

一
特
書
万
円
以
下
型
資
本
に
一
互
に
完
納
さ
れ
た
方
々
に
は
、
領
版
画
と
一
。
二
〉
叩
川
町
。
二
U

片品

嘉
吉
一
は
会
の
も
の
と
し
て
各
区
域
傍
に
二
名

一
当

る

F

一

謀

議

く

じ

名

君

主

一

同

信

拍

玄

室

誌

上

げ

る

こ

と

に

一

た

δ
大

富

士

一

U

計
二
五

係
版
一
設
け
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
行
い
ま
す
。
今
問
の
催
し
に
御
招
待
す
一
な
っ
て
居
り
ま
す
か

b
、
未
だ
拍
せ
ん
一
。
敷
凶
器
日
一
一
一八
岩
柿
阿
ハ
九
一
一
)

問
視
封

一

円

牒
務
課
U

一
る
万
は
、
市
民
税
鉱
一
ニ
別
分
ま
で
及
び
一
努
を
受
取
っ
て
い
な
い
万
が
あ
り
ま
し
一
-一一
七
岩
榊
町
(
六
O
U
向
町
門
問

符
頼
関
車
桜
厚
相
太
郎
、

‘
南
曲
輪
、
石
川

一
固

定

基

山

首

ー

ま

で

1
口河
川
知
一
た

b
J役

所

霧

実

態

A側
一

役

謂

知

心

情

誌

叩

h
k

市
秘
一
町
松
村
械
郎
、
関
川
町
谷
良
山県

男
、
四
一
と
一
月
φ
T
F
寝
泊
品
分
に
制

tp内
一
子
参
L
f
注
拍
せ
ん
和
主
主

th一
。
同
州
一開制田
川
富

町

白

石

担

引

童
相
新
一
町
随
一
塁
次
、
霊
前
戸
塚
一
輝
雄
、
本
一
に
夫
主
詔
し
た
方
々
で
、
市
民
友
子
。
(
税
務
咽
時
)
一
町
〔
二
七
)
田
町
八
一
二
)
紅
議
町

線
材
毛

-

L

。
一九
)
天
川
原
町
内
一
三

C
市
之

園

前

鰐

罪

町

三

、

O

U

前
代
田
町
(
六
五
U

一

額

上

六

供

同

月

中

ど

ハ

U

自
民
南
分
町
(
一
四
)
一

計
一
一
二
五
人

、

.
4
-

同
相
明
男

一

。
城
東
校
H
諸
王
寺
町
内
七
一
一
U

iJ
-

行

間

資

刷

。

一

五

し)
立
川
町
内
三
エ
U

栄

司

発

閉

町

ハ

一

一

一

ou
一
宅
町
八
七
九
U

喜

一

町
合

一六
U

小
柳
町
ハ
ご

C
制限町

一

円
九
)
計
一
一
七
六
人

『

。
若
宮
校

H
Z
一
一
二
才
川
町
内
八
O
)
戸

一一一
四
才
川
町
ハ
一
ニ
r
h
)

閣
領
附
ハ
七
日

七
十
)
計
一
九
O
人

，

。
児
車
総
計
一
.
五
八
六
人

出
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、

守'

含

。

C 

圏
際
連
合
協
会
に

た
め
に
努
力
レ
て
い
る
機
関
で
あ
り

そ
れ
に
協
力
す
る
の
が
閤
謹
協
怠
で

あ
り
ま
ず
か
ら

同
ん
ぼ
に
一
人
で
も
多
く
入
怠
せ
ら
れ
る

様
希
望
致
レ
ま
す
。
公
開
舗
は
年
間
開
通
常

日

本

閣

際

連

官

協

会

群

馬

断

本

部

が

結

-

の

募

集

を

始

め

宮

山

ナ

。

-

会
員
百
円
、
世
帯
別
云
員
三
百
円
、
純
一

成

さ

れ

た

乙

と

は

.

昨

年

十

一

月

本

紙

一

関

濠

は

世

副

作

六

十

余

ケ

閣

が

参

加

レ

-

一

一
持
公
泊
ま
個
人
千
川
口
、
法
人
五
千
円
で
一

第
二
十
一
号
で
お
知
ら
せ
し
た
遁

υで
一

て

人

類

を

倣

撃

の

惨

崎

か

ら

政

い

、

一

一

一

'

一

す

c
n刑制は
-m
m壮
一
》
ぷ
に
御
問
合
せ
下
一

す
が
、
木
市
で
も
支
部
結
成
の
前
提
と
一
お
互
い
が
沓
良
な
隣
人
愛
を
も
っ
て
一

E
;

一

一

一

よ

C
L
V

目

し
て
い
よ
〆
¥
近
日
開
同
協
怠
の
会
員
一
不
利
な
、
ょ

υよ
い

世

界

を

つ

く

る

↑

一

参
加
し
ま
し
ょ
う
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今

月

の

市

続

A
J
H
は
同
定
資
産
税
第
五
期
分
の
納
期
で
す
。
忘

れ
ず
に
納
期
似
内
に
お
納
め
下
さ
い
。
(
拍
，
M
ぷ
)

韓
両
崎
競
馬
十
日
ま
で
開
催

事
産
葉
信
五
一
六
団
γ
智
子
え
さ
・
え
さ
・
空
宇
宙
V

の
官
閥
、
露
競
馬
場
で
開
催
し
ま

す
・
麗
馬
は
毎
日
k
g
前
十
時
、
-
小
雨
触
行
。
開
催
醤
日
必
花
火
を
打
上
げ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ヰ
回
は
知
事
賞
典
、
市
長
賞
典
、
商

壬
舎
醗
前
曾
一
顕
一
賞
典
等
の
特
別
レ
uwア
を
七
レ
川
ス
行
い
‘
ま
ず
か
ら
九
愛
鳴
欽
の
皆
さ
ん
籾
競
合
一
せ
の
よ
多
数
御
応
場
下
さ
い
。
ハ
民
政
謀
U

， 
， 



問
時
高
崎
競
馬
十
日
ま
で
開
催

1

1

4
市
管
膚
晦
蝿
喝
ほ

4
4
3
7晴
4
・1MAd-
-1
5・J

ん

3vXMUの
4
2問、
d
附
開
U
同
ち
川
町
じ
ま

す
。
設
馬
は
毎
日
午
前
十
時
、

小
雨
執
行
。
開
催
料
品
目
必
花
火
を
打
上
げ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

A
回
は
知
宙
?
?一川
J
1
1
j恥
、
町

FZ舎
融
問
一
耳
目
一
顕
賞
典
等
の
特
則
…
レ
川
却
を
七
レ
川
ス
行
い
去
す
か
ら
べ
愛
判
明
紘
一
の
皆
さ
ん
御
問
合
せ
の
よ
多
数
架
部
吻
下
さ
い
。
ハ
民
日
以
)

貿
劫
合
舘
接
r占

本
一
山
本
凶
に
M
U
虹
問
中
で
あ
り
市
山
し
た
野

田
町
ぽ
相
同
公
一
凶
は
、
ヱ
質
約
二
千
三
百
万

円
を
投
じ
て
、
昨
年
-
一
月
十
四
国
起
工

先
月
二
十
日
め
で
た
/
藤
江
レ
ま
し

た
。
木
い
引
の
貿
易
と
凶
工
業
の
振
興
に

大
い
に
山
同
町
四
せ
ら
札
る
ょ
っ
各
方
困
か

ら
州
内
吋
ぷ

μて
陪
り
ま
ず
。
(
写
民
は

貿
易
〈
M
M
U

・

(
閉
山
総
諜
U

棺
故
U
幅
四
じ
る
ヂ
」
と
に
ふ
り
ま
レ
・
一
一
以

内
仇
齢
制
-
L
ω
利
川
下
一u
ゐ
峨
稲
川
同
レ
ス

レ
市
山
、
て
ぬ
い
げ
Y
M
L

V
一
一
川
一
一
凶
制
じ
介
吋
叫
に
-
U
し
川
利
・
一
-

九
日
丸
山
川
町
之
助
卜
六
問
川
M

良
、
二
十
三
回
目
出
同
宋
胤

V
一
一
一
月
一
日
水
崎
市
岬
叫
、
八
回
大
川
役

次
郎
・
十
五
日
巾
応
片
山
削
、
一
一
十
・
一

日
太
出
袋
守
一
一
十
九
回
山
間
山
い
ね
い
出

マ
四
月
五
け
芥
よ
k
m
山
・
十
一
一
H
日
l
u

良
作

市
民
の
た
め
の

法
律
相
談
所

二
万
以
降
の
日
制

毎
週
主
限
臼
の
午
日
出
、
図
樋
山
凶
で
開
く

前
一
川
法
律
相
談
所
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
b
良
い
初
段
目
明
手
と
レ
て
利
附
さ
れ

て
泌
宮
山
レ
氾
が
、
都
合
は
よ
り
一
月
は

一
一
十
一
江
日
ま
で
体
み
二
十
六
日
か
b
開

設
レ
二
日
目
以
降
次
の
よ
う
な
同
制
で
御

少
位年
:2泊
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歳ブ
にの

奨
励

既
設
の
四
校
か
何
れ
も
活
溌
に
活
動
を
関
知

報 J

市
で
は
叫
ん
般
.
州
市
川
申
、
山
川
山
リ
ザ
似
に
対
-
事
を
す
る
の
で
は
な
く
て
柏
岡
市
々
、
見
一
レ
冶
の
で
・
同
町
Y
は
旧
山
十
六
出
町

レ

少

年

消

防

グ

ラ

ブ

心

結

成

金

堤

防

レ

一

学

、

或

は

一

思

議

賞

各

抱

一
註
が
7
h
w

zυま

す

が

、

阪

に

政

局

・

巾

川

、

一

置

警

告

さ

火

災

記

長

居

雲

レ

て

六

治

的

弱

ふ

ゾ

一
言
、
際
大
一
川
一
凶
小
川

v

四
棋
に
紘
一
回
さ
一
際
を
知

υ、
品
十
日
笠
宮
内
古
田
一
竹
山
由
一
結
成
に
つ
い
て
協
磁
レ
防
M
M的
安

れ
、
旧
ろ
う
+
八
日
城
南
か
刊
誌
に
も
一
科
、
夜
間
陣
科
一
山
内

J

門
誌
は
相
官
レ
.
学
校
…
員
企
U
出
仕
し
て
・
本
脇
山
i

に
い
出
動
を
い

そ
の
結
成
を
み
ま
し
て
一
と
以
降
企
揺
し
て
、
火
災
芝
生
一
号
t
c
z
。
同
町
総
括
一
一
百
市

街
一
一
↓
岡
市
民
マ
ジ
ソ
と
.
£
は
暫
哲
一

。
日
校
マ
ラ
ソ
シ
ハ
一
U
省
一
喜
一

活

溌
な
-
活
動
を
統
一
げ
て
隠
り
ま
す
一
も
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
二
内
腿
訟
回
同
お

υ、
向
一
民
は
高
町

一
月
六
日
市
及
び
体
協
決
椛
で
孜
一
千
品
回
一
円
勢
腿
U
一
三
一
一
分
O
一
エ
秒

0
3
一
い
ま
わ
レ
い
火
災
を
一
対
す
る
に
は
何
一
こ
の
点
U
M
岡
山
V

附
岡
山
中
也
日
付
つ
℃
い
る
本
一
様
。
生
・
山
様
式
で
お
り
ま
す
広
々
沼

館
前
を
…
ω
溌
点
と
し
て
既
殺
の
九
・
一
二
矢
乱
万
一
円
前
日
U
一
一
一
一
一
斉
五
一
尋
一
ん
と
い
っ
て
も
・
火
防
忠
一
似
の
首
及
倣
一
市
消
防
後
安
出
で
は
裕
一
蹴
に
努
常
に
刀
一
好
の
傑
什
を
呉
川
レ
と
防
必
モ
ゲ
ル
必

四
キ
ロ
の
コ

1
ス
を
市
首
を
お
か
し
て
力
一
合
一
〉
手
島
民
夫
ハ
勢
田
町
U
一
一
一
四
分
一
底
を
図
る
お
が
一
誌
で
す
」
炉
、
そ
れ
に
一
を
ス
ル
・
少
手
消
防
グ
ラ
ブ
の
結
成
を
一
区
と
し
て
、
そ
り
誠
一
栄
一
は
軒
万
国
か
b

一
定
し
、
同
十
五
日
に
は
同
六
怠
の
行
羽

一

四
一
一
秒
(
凶
」
茂
木
幸
夫
ハ
前
尚
U
一
は
ほ
人
に
対
す
る
火
災
予
防
の
指
導
と
-
見
J
w
m
M
に
刻
し
て
は
一
注
臼
さ
れ
て
胎

υ・
こ
の
モ
デ
ル
地
メ
一

の
一
っ
と
て
の
巾
学
校
怒
建
一
ハ
五
U
R
需
(
陥
商
U
ハ

δ
一
露
去
に
火
災
予
防
思
想
義
務
指
一
運
還
ま
レ
℃
一
万
円
を
互
の
指
定
以
じ
て
市
内
川
町
民
ど

〈
一
七
・
主
主
主
行
い
ま
し
た
が
一
閃
図
鑑
夫
前
尚
之
七
U
聖
忠
一
手
き
と
が
塁
手
。
客
百
一
域
分
裂
を
副
長
誇
レ
て
居

υま
一
勧
が
ま
す
ま
す
一
一
握
手
議
、
市
で

そ
の
毘
嗣
は
次
の
一
辿
り
で
し
た
。
一
〈
前
日
〉
円
八
)
大
心
松
次
門
前
一
グ
ラ
ブ
の
結
城
の
狙
い
も
こ
与
に
あ
る
一
ず
か
・
り
求
た
結
成
し
て
陪
な
い
学
校
で
一
は
非
情
-
L
矧
待
し
て
陪
り
ま
す
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な
心

全
般
マ
ジ
ソ
レ
門
一
U
粕
川
製
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き
完
U
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笥
雨
前
U
一
わ
け
で
す
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消
防
グ
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で
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成
る
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く
結
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さ
れ
る
よ
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議
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の
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泊
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決
定
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川
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間
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岩
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、

臼
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委
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ま

し
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年

器

密

登
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一

せ

ん
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一

か
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選

ん

で
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の

期

間

定

義

す

る

一

マ

市

在

泣

介

に

つ

い

て

議
会
阪
は
富
島
在
日
以
護
雲
仙
の
広
に
お
え
た
い
と
袴
認
す
一
塁
号
室
長
銀
支
薬
事
一
そ
の
方
法
ば
つ
い
て
は
治
っ
て
駐
在
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需
主
書
判
に
つ
い
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て
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援
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思

し

ま

し
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が

、

治

主

思

議
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史
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で
は
な
い
か
と
惣
体
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
い
の
ガ
や
際
・
手
/
ふ
け
袋
、
可
M
倒
所

い
る
よ
う
な
泊
以
に
多
く
・
山
閣
の
盆

v
・・・
花
町
山
什
宜
叶
1
十
円
問
。
潜
伏
期
巳
狸
れ
測
隊
の
路
市
疹
が
あ
り、

官
庁
み
を
地
・

山
晦
帯
、
地
下
水
が
浅
ど
で
排
水

を
ル
て
、同誌に
一一
一
十
九
定
例
後
の
ぬ
熱
作
う
場
L

が
多
く
、
こ
の
応
一
次
猪
疹
の
惑
い
よ
う
な
肋
は、

持
ば
多
い
よ
う

が
あ
り・

恕
選
・
頭
痛
を
伴
力
。
咽
頭
は
比
較
い
早
く
消
失
レ
・
お
一
一
週
の
絡
で
す
。

常
時酔
は
腔
く
-
m
一
「
り
ん
巳
絞
り
底
漏
り
悶
か
ら
こ
泌
に
U
一うて

rr一
外
議

V

i

M
M
生
の
時
刻
ば
季
節
判
影
輔
が
曲
作

-

や
盟
脹
、
限
一
如
、下
痢
悩
瓶
、
地
貯
十
九
日
山
疹
が
お
り
ヌ
ナ
。
ご
の
北
川
訟
は
rz
く
狸
常
に
火
活
く
、
春
先
か
b
b鴇
レ
セ
五

説
一

塁

密

閉
ラ
ジ
オ
等
で
P
泉
局
さ
れ
て
同
じ
グ
ラ
ス
の
子
供
ー
だ
け
と
の
症
を
訴
え
る
も
の
も
め
り
ま
す
。

紅
黙
の
発
疹
と
感
心
、
苦
程
の
米
月
が
宮
川
ば
多
く
‘
夏
は
少
毛

、

解
一

軸m
uH

愚
む
の
暗在
京
惇
え
ら
君
、
つ
よ
う
な
の
が
多
く
、
務
生
件
数
。

・
7
・段
烈
の
F
Eは
・
そ
の
狗
疹
と
鴻
笠
ん
か
同
六
一
去
へ
の
刑
法
宅
、
h

刊
し
ろ
秋
に
叉
ま
官
が
j

す
い
と
お
れ
て
い
官
や
ず

れ
て
い
ま
す
が
、
一
体
系
?
と
は

七
O
%
以
上
が
と
う
レ
た
限
局
さ
れ
た
宅
、
狸
誌
の
場
合
と
非
情
に
異
つ
蹴
訟
に
似
て
い
手
。
と
の
疹
は
、
と
れ
か
b
蓄
の
季
節
に
入
る
存

可

ι一
ど
ん
な
病
気
か
と
雷
い
ま
す
と

富
か
ら
発
生
し
て
い
る
こ
と
て
す
。

て
い
手
記
長
控
訴
後
四
時
に
は
い
く
つ
も
め
日
以
の
護
告
す
が

h

舎
が
飲
料
水
妥
協
に
ま

に

?

こ
れ
は
磁
床
上
警
警
似
て
い

×

×

音

で
一
壊
以
レ
軽
い
も
の
は
そ

つ
く
る
も
の
も
あ
り
.
一
見
レ
て
狸
紅
ず
る
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が
予
防
悼
の
歪
で
す
O

B
.-
京

事

、
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警
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と
盤
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の
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